
教科用図書採択地区の一部改正について

１ 教科用図書採択地区について （「教科書制度の概要」から）

○ 市町村立の小・中学校で使用される教科書の採択の権限は市町村教育委員会

にある。

○ 採択に当たっては，都道府県教育委員会が「市町村の区域又はこれらの区域

を併せた地域」を採択地区として設定する。

○ 採択地区は，その域内で同一の教科書を使用することが適当と考えられる地

域であり，都道府県教育委員会が設定しようとする地域の自然的，経済的，文

化的諸条件等を考慮して決定する。

○ 共同採択地区内の市町村教育委員会は，協議により規約を定めて採択地区協

議会を設け，その協議の結果に基づいて種目ごとに同一の教科書を採択しなけ

ればならない。

２ 教科用図書採択地区の設定について（法的根拠）

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律 第１２条

各都道府県の教育委員会は，当該都道府県の区域について，市町村の区域又

はこれらの地区を併せた地域に，教科用図書採択地区（以下「採択地区」）を設

定しなければならない。

２ 都道府県の教育委員会は，採択地区を設定し，又は変更しようとするときは，

あらかじめ市町村の教育委員会の意見を聞かなければならない。

３ 都道府県の教育委員会は，採択地区を設定し，又は変更したときは，すみや

かにこれを告示するとともに，文部科学大臣にその旨を報告しなければならな

い。

３ 教科用図書採択地区変更について

（１） 現在の状況

○ ８採択地区を設定している。

〔仙台市／大河原／仙台／大崎／栗原／石巻／登米／南三陸〕

○ 平成３０年度教育事務所再編に伴い５つの地区となった。（H30.4）

○ 平成２９年１０月に気仙沼教育事務所に改められたが，南三陸地区と

いう名称が使われている。

（２） 変更の理由

○ 採択地区については，都道府県教育委員会が設定しようとする地域の

自然的，経済的，文化的諸条件等を考慮して決定することとされている。

○ 上記の点を考慮して教育事務所が５地区に再編されたことに鑑み，採

択地区についても同様の地区が適切であると考える。

課長報告（２）
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○ 採択地区の変更により，採択地区内において教科書内容についての調

査研究が一層綿密となり，教員が共同で教材研究や授業研究を行うこと

が可能となる。また，これまでは，同一管内でありながら採択地区が複

数あることで，周辺市町に転校する場合，教科書が変わるという学習上

の不便が生じる可能性があったが，この点についても解消される。

（３） 変更点

○ 採択地区を，現在の８地区から６地区に変更するとともに名称を変更

する。

４ 教科用図書採択地区の設定の告示の一部改正の告示

告示：平成３０年１１月６日 宮城県教育委員会告示 第１４号

施行：平成３１年４月１日

５ その他

（１）文部科学大臣への報告（県教委）

（２）改正された教科用図書採択地区を構成する市町村における採択地区協議会

規約等の変更
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